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　３月11日、東北地方太平洋沖地震が発生し、沿岸部では甚大な被害を受けました。今回の震災によって犠牲となら
れた皆様にお悔やみを申し上げますとともに、被災された皆様にお見舞いを申し上げます。
　震災後より、被災地を支援しようと、市民の皆様から義援金や支援物資など、温かいお心遣いをいただいています。
厚くお礼申し上げます。市としても、現地への人的派遣や被災者の受け入れなど、被災地の支援を行っています。

　個人・企業

からの支援物

資を受け入

れ、県を通じ

て被災地へお

届けしました。

　皆様から多

くのご支援を

いただき、あ

りがとうござ

いました。

　いせ市民活動セ

ンターでは、「み

え災害ボランティ

ア支援センター」

と連携し、ボラン

ティアを募集して

います。当面は三

重県内での活動と

なりますが、被災地での受け入れ体制が整えば、

現地ボランティアの募集を始める予定です。

問いせ市民活動センター（☎204385）

　市では、被災された皆様を救援するため、義援金を募集していま

す。皆様から寄せられた義援金は、日本赤十字社を通じて被災地へ

お届けします。皆様の温かいご支援をお願いします。

問生活支援課（☎215557）
　震災発生後、緊急消防援助隊として、

市消防本部を千葉県の火災現場や仙台市

若林地区へ派遣し、消火活動と人命捜索

を行いました。また、伊勢総合病院の医

師・看護師を避難所へ派遣しました。こ

のほか、被災者や震災孤児の皆さんを市

内へ受け入れています。

支援物資 ボランティア

義援金

被災地への派遣・
被災者の受け入れ

東北地方太平洋沖地震

広がる支援の輪

市役所本館・１階ロビー、伊勢総合病院、生涯学習
センターいせトピア、各総合支所、各支所、伊勢図
書館、小俣図書館

募金箱の
場所

　このほかにも、いせ市民活動センターがボランティア活動支援金

と義援金を募集するほか、さまざまな団体が街頭募金活動やチャリ

ティーイベントを行い、義援金を募っていただいています。
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　市では、防災行政無線により防災情報をお知らせしていますが、天候など
によって聞き取りにくい場合があります。４月から、次の方法でも放送内容
を確認できるようになりました。

　登録方法など、詳しくは「広報いせ」６月１日号でお知らせします。なお、市のホームページや、危機管理課・
各総合支所地域振興課・各支所の窓口に設置している「手引き」でも登録方法を確認できます。

覚えておきましょう
いざというときに備え

　伊勢市でも、今後必ず発生する東海・東南海・
南海地震に備えなければなりません。地震が発生
したとき、被害を最小限に抑えるためには、一人
一人が日ごろから防災に対する理解を深め、いざ
というときに落ち着いて行動することが大事です。

地震発生時の行動ポイント 非常持ち出し品と備蓄品チェックリスト

伊勢市防災総合システム

防災メール

ケーブルテレビ行政チャンネル

防災行政無線電話サービス

防災ＦＡＸサービス
　防災行政無線の放送内容を、事前に登録されたファ
クスへ通知します。

　防災行政無

線の放送内容

を電話で確認

できます。

　防災行政無線の放送内容が、ケーブルテレビ行政チ
ャンネルで流れます。

　防災行政無線情報と火災情報をメー
ル配信します。次のＵＲＬから登録し
てください。

☎0120－643151

☎0596－20－3174
（市外・携帯電話は利用不可）

無 用 災

災 無し

害

□飲料水・食料（３日分程度）　　□カセットコンロ・燃料
□簡易トイレ　　□ビニールシート　　□毛布・寝袋

　非常持ち出し品は、必要最小限の物に絞り込み、リュックな
どに入れ、一度背負ってみて両手が自由に動かすことができる
か確認してみましょう。

　被災直後の生活を支えるために、３日分を目安として飲料水・
食料などを備蓄しておきましょう。水は１人１日当たり３リッ
トルを目安に、家族構成に合わせて用意しておきましょう。

□貴重品（現金、印鑑、重要書類の番号を記したもの）
□飲料水（500mlペットボトルなど）
□食料（ビスケット・乾パン・アルファ米・飴など）
□懐中電灯・携帯ラジオ　　□マッチ・ライター・ろうそく
□救急セット・常備薬　　　□ヘルメット・防災ずきん
□防塵マスク　　　　　　　□タオル・ハンカチ
□軍手・皮製手袋（ガラスの破片から手を守ります）
□ビニール袋（大・中・小をそれぞれ数枚）
□ティッシュペーパー・ウエットティッシュ
□雨具　　　□筆記用具・メモ帳　　□衣類・下着
□生理用品　□紙おむつ　　　□赤ちゃん用ミルク・離乳食

非常持ち出し品

備蓄品

能登半島地震での
住宅被害
（写真：三重県）

1944年の東南海地震時の尾鷲市内の被害
（写真：太田金典さん）

3秒
3分

3時間

3日
○水・食料は備蓄でまかなう！
○災害情報を入手！
○行き先メモを玄関に！
○壊れかけた家に入らない！
○譲り合いの心を持とう！

○余震に注意！
○隣近所で助け
合おう！
○ブロック塀や
がれきに近づ
かない！
○漏電・ガス漏
れに注意！

○津波から避難！
○車で逃げない！
○火元の確認！
○家族の安否を確認！
○ラジオをつける！
○靴を履く！

○落ち着いて行動する！
○まずは身を守る！

無理はしない

みんな無事か

揺れがおさまった

地震だ！

危機管理課（☎215523）

https://service.sugumail.com/ise/html/パソコン
https://service.sugumail.com/ise/携帯
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　伊勢工業高校では、専門性の高い電

気の知識を生かして地域貢献をしよう

と、電気科の生徒１・２年生164人が、

デジサポと連携して「地デジボランテ

ィア」に取り組むことになりました。

　２月21日、同校でデジサポ三重に

よる出前授業が行われ、地デジの基礎

から電波測定による診断など、専門教

科の範囲で必要な知識を習得しました。

　生徒たちは今後、地デジの準備に関

する相談や電

波の測定な

ど、地デジ化

にお困りの人

への支援を行

います。

100

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
、あ
と 

　
日

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

地
デ
ジ
対
策

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

地デジに関する問い合わせは…

デジサポ三重 ☎059－993－5511
※いずれも、アンテナ工事や配線工事が必要になる場合があります。

地上デジタル放送受信のための支援
　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送への移行が

できない世帯に、簡易なチューナーの無償給付などの支援を

しています。対象となるのは、次の世帯です。

伊勢工業高生が
出前授業で地デジを学習

地デジボランティア活動に強力助っ人

地上デジタル放送対応のテレビに買い替える1
アナログテレビで地上デジタル放送を視聴するた
めの地上デジタルチューナーを買い足す2
ケーブルテレビの専用デジタルチューナー
で視聴する（ケーブルテレビ会社との契約が必要です）3

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

見
る
に
は
…
　
　
　
　

　

今
年
の
７
月
24
日
㈰
で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
み
に
な
り
ま
す
。
従

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
皆
さ
ん
の
テ
レ
ビ
を

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
15
日
で
、
残
り
あ
と
100
日
と
な
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
が
見
え
な
く
な
る
前
に
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
対
策
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

市町村民税非課税世帯への支援　☎0570-023724
ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援　☎0570-033840

総務省地デジチューナー支援実施センター

①生活保護などの公的扶助を受けている世帯

②障がい者がいる世帯で、かつ世帯員全員が市町村民税非

課税措置を受けている世帯

③社会福祉施設に入所していて、自らテレビを持ち込んで

いる世帯

ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯

※ＮＨＫと放送受信契約を結んでいない場合は、支援の申

し込み後に、速やかにＮＨＫと放送受信契約を結んでく

ださい。

世帯員全員が市町村民税非課税措置を受けている世帯

地デジチューナー支援に関する問い合わせ

出前授業で理解を深める
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と
き
・
内
容
・
持
ち
物　

左
表

の
と
お
り

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の定
員　

50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
21
０
６
８
３
）

へ

　

歯
の
健
康
は
、
身
体
の
健
康

と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

30
歳
代
の
人
の
約
８
割
が
歯

周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
に
か
か
ら
な
い
た
め

に
は
、
若
い
う
ち
か
ら
の
予
防

が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

正
し
い
歯
の
手
入
れ
な
ど
を
学

び
、
健
や
か
な
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
と
お
り
、
県
立
美
術
館

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
欅
の
会
」

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

18
歳
〜
66
歳
の
健

康
な
人（
高
校
生
を
除
く
）で
、

養
成
講
座
を
受
講
後
、
月
４
回

以
上
の
活
動
が
で
き
る
人

活
動
内
容　

来
館
者
に
対
す
る

案
内
・
対
応
、
会
員
相
互
の
研

修
、
文
献
資
料
の
整
備
、
展
覧

会
準
備
作
業
の
補
助
な
ど

募
集
人
員　

20
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

６
月
30
日
㈭（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
所
定

の
申
込
用
紙
を
直
接
・
郵
送
で

同
館
へ
、
ま
た
は
、
往
復
は
が

き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
三
重
県
立
美
術
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
欅
の
会
」（
〒

514

－

0007
津
市
大
谷
町
11
番
地
）

へ

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
未
満
の

求
職
者

訓
練
科
目　

テ
ク
ニ
カ
ル
ワ
ー

ク
科（
導
入
訓
練
付
き
）

訓
練
日
時　

６
月
10
日
㈮
〜
12

月
22
日
㈭
、
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
３
時
40
分（
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

訓
練
内
容　

工
作
機
械
・
Ｎ
Ｃ

機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
な
ど
の
技

術
習
得
、
企
業
実
習

定
員　

15
人

受
講
料　

無
料（
別
途
教
材
費
・

作
業
服
代
な
ど
が
必
要
）

※
４
月
27
日
㈬
・
５
月
６
日
㈮
・

18
日
㈬
、午
前
９
時
30
分
か
ら
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
会
員
）
で
審
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。（
審
査
料
は
無
料
）

募
集
期
間　

４
月
15
日
㈮
〜
５

月
10
日
㈫

※
優
秀
な
人
は
、
６
月
５
日
㈰

の
表
彰
式
で
表
彰
し
ま
す
。

　

６
月
の
「
歯
の
衛
生
週
間
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、「
よ
い

歯
で
い
き
い
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
、
市
内
在
住
の
80
歳

以
上
で
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て

い
る
人（
治
療
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
）を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
伊

勢
市
・
度
会
郡
の
歯
科
医
院（
同

催
し
物

募 

集

㈳
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会

（
☎
24
１
９
０
４
）

よ
い
歯
で
い
き
い
き
コ
ン

ク
ー
ル
参
加
者
を
募
集

健
康
課（
☎
27
２
４
３
５
）

健
康
の
日
の
啓
発
事
業

お
口
と
歯
の
健
康

三
重
県
立
美
術
館

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
７
・
２
１
０
０
）

「
欅け

や
き

の
会
」
会
員
を
募
集

県
立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発

機
構
南
伊
勢
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー（
☎
37
３
１
２
１
）

若
年
者
職
業
訓
練
の

受
講
生
を
募
集

と　き 内　　容 持ち物

１日目 ５月11日㈬
プラークコントロールに挑戦しよう

～ブラッシング指導など実技体験～

歯ブラシ 
タオル

手鏡

２日目 ５月12日㈭
講演「お口と歯の健康～歯周病予防」

（講師：伊勢地区歯科医師会医師）
なし

お口と歯の健康

※いずれも時間は、午後１時30分～３時30分です。

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報
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国
は
、
農
業
用
水
の
安
定
的

な
確
保
を
図
る
た
め
、
宮
川
用

水
第
二
期
農
業
水
利
事
業
と
し

て
、
貯
水
量
２
０
０
万
㎥
の
斎

宮
調
整
池
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
開
発
し
た
森
林
を

再
生
す
る
た
め
、次
の
と
お
り
、

掘
削
土
を
盛
土
し
た
「
掘
削
土

利
用
地
」
を
緑
の
森
に
す
る
植

栽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
28
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

明
和
町
池
村（
斎
宮

調
整
池
掘
削
土
利
用
地) 

内
容　

苗
木
の
植
林
、
宮
川
用

水
の
歴
史
・
概
要
説
明
、
斎
宮

調
整
池
見
学
会

申
し
込
み　

４
月
28
日
㈭
ま
で

に
同
事
業
所
へ

※
詳
し
く
は
、
同
事
業
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
a

ff.go.jp/tokai/seibi/kenset

u/m
iyagaw

a/m
iyagaw

a.ht

m
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

宮
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊

急
事
業
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査（
万
所
遺

跡
ほ
か
）
の
成
果
と
、
宮
川
下

流
域
の
遺
跡
を
紹
介
す
る
ミ
ニ

展
示
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
で
も
数
例
し
か
な
い
、

完
全
な
形
で
出
土
し
た
青せ

い

磁じ

椀わ
ん

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

・
ミ
ニ
展
示
…
４
月
29
日
㈷
〜

５
月
８
日
㈰（
５
月
２
日
㈪
は

休
館
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

・
講
演
会
…
５
月
８
日
㈰
、
午

後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

尾
崎
咢
堂
記
念
館

観
覧
料　

無
料

※
常
設
展
示
室
は
有
料（
大
人

１
０
０
円
、
小
・
中
学
生
・
高

校
生
80
円
）で
す
。

と
き　

初
回
は
５
月
４
日
㈷

（
田
植
え
）、
そ
れ
以
降
は
９
月

ま
で
の
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
の
う
ち
10
日
程
度

と
こ
ろ　

西
豊
浜
町
内
の
農
地

な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
人（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内
容　

田
植
え（
手
植
え
）・
稲

刈
り
・
も
み
す
り
・
精
米
な
ど

米
作
り
の
一
連
の
作
業
の
ほ

か
、
カ
カ
シ
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
や
収
穫
祭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
い
ま
す

定
員　

80
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
小
学

生
以
下
は
５
０
０
円
）

申
し
込
み　

４
月
22
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
同
課
へ

※
参
加
者
に
は
、
み
ん
な
で
作

っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
進
呈
し
ま

す
。

お
知
ら
せ

農
林
水
産
課
内
・
勢
農
会
事
務
局

（
☎
22
０
３
７
０
）

稲
作
学
校

宮
川
用
水
第
二
期
農
業
水
利
事
業

所
内
・
宮
川
用
水
連
絡
協
議
会　

（
☎
31
０
５
５
５
）

斎
宮
調
整
池
掘
削
土
利
用

地
に
植
林
を
し
よ
う
！

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
７
０
３
１
）

万ま
ん

所じ
ょ

遺
跡
と
宮
川
下
流
域

の
遺
跡

展
示
と
講
演
会

　

食
品
表
示
１
１
０
番
で
は
、

「
不
適
正
な
表
示
の
食
品
が
販

売
さ
れ
て
い
た
」「
食
品
を
販
売

す
る
の
に
表
示
方
法
が
分
か
ら

な
い
」
な
ど
、
食
品
表
示
に
関

す
る
情
報
提
供
や
問
い
合
わ
せ

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

三
重
農
政
事
務
所
表
示
・
規

格
課（
☎
津
０
５
９
・
２
２

９
・
４
３
０
０
）

三
重
農
政
事
務
所
地
域
第
二

課（
☎
松
阪
０
５
９
８
・
５

２
・
１
５
１
１
）

食
品
表
示
１
１
０
番

三
重
農
政
事
務
所
表
示
・
規
格
課

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
８
・
３
１
５
３
）

食
品
表
示
１
１
０
番

広
告
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大
規
模
地
震
の
発
生
や
、
登

下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

が
心
配
さ
れ
て
い
る
中
、
地
域

に
お
け
る
防
災
・
防
犯
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る

出
張
講
座
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
・
子
ど
も
会
・
企
業
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
防
災
・
防
犯

を
考
え
る
際
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

実
施
日　

相
談
の
上
、
決
定

内
容　
「
東
海
地
震
、
東
南
海
・

南
海
地
震
」「
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
、
防
災
や
防

犯
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
市
職
員
に
よ
る
講
習

申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
課（
FAX
21
５
５
２
２
、
ア
ド

レ
スkikikanri@

city.ise.m

ie.jp

）へ

※
15
人
以
上
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

※
他
の
業
務
の
都
合
上
、
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

４
月
18
日

㈪
か
ら
、
法

務
局
・
地
方

法
務
局
お
よ

び
そ
の
支
局

の
常
設
人
権

相
談
所
の
電

話
番
号
が
統

一
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み　

４
月
20
日
㈬
〜
５

月
20
日
㈮
に
、
申
請
書（
同
課

に
あ
り
ま
す
）
と
必
要
書
類
を

同
課
へ

※
審
査
に
よ
り
交
付
を
決
定
し

ま
す

【
説
明
会
】

と
き　

４
月
19
日
㈫
、
午
後
６

時
30
分
〜
７
時
30
分

と
こ
ろ　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

新
た
な
製
品
を
創
り
出
す
、

優
れ
た
技
術
を
持
つ
中
小
製
造

業
関
連
の
事
業
者
ま
た
は
団
体

の
育
成
を
図
る
た
め
、
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
事
業

・
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開

発
や
特
許
権
取
得
な
ど
を
行
う

（
平
成
23
年
度
か
ら
開
始
し
た

事
業
に
限
る
）

・
補
助
対
象
経
費
が
２
０
０
万

円
以
上

・
平
成
25
年
１
月
末
ま
で
に
研

究
開
発
が
終
了
す
る

対
象
者

・
市
内
の
中
小
製
造
業
者
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
・
情
報
処
理
業
者
、

ま
た
は
そ
の
団
体

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中

小
製
造
業
関
連
業
者

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
か

ら
国
・
県
補
助
金
額
を
差
し
引

い
た
金
額
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
額
は
２
０
０
万
円
）

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕

２
１
１
万
３
千
円

産
業
支
援
課（
☎
63
５
６
７
７
）

新
産
業
創
出
支
援
事
業

補
助
金

新
商
品
開
発
な
ど
に
補
助
金

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

電
話
番
号
を
統
一
化

常
設
人
権
相
談
所

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

防
災
・
防
犯
出
張
講
座

０５７０－００３－１１０
ゼロゼロみんなの110番

電話番号

　

三
重
県
防
災
啓
発
車
は
、
県

民
の
防
災
意
識
や
災
害
に
対
す

る
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

三
重
県
が
所
有
し
て
い
る
も
の

で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ

る
揺
れ
や
、
今
後
30
年
以
内
に

70
％
程
度
の
確
率
で
起
こ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
東
南
海
地
震
な

ど
で
想
定
さ
れ
る
震
度
６
強
の

揺
れ
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
防
災
啓
発
車
を
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
地
域
・
企
業
の
防

災
訓
練
な
ど
で
活
用
し
た
い
団

体
は
、
危
機
管
理
課
ま
た
は
消

防
本
部
消
防
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

防
災
啓
発
車
の
活
用
を

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

消
防
本
部
消
防
課（
☎
25
１
２
１
６
）防災啓発車

広
告
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５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
に
、
５
月
１
日
〜
７
日
を

憲
法
週
間
と
し
、
全
国
の
裁
判

所
で
は
、
司
法
に
対
す
る
国
民

の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
た

め
、
こ
の
週
間
に
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、「
無
料
法
律

相
談
所
」
と
「
無
料
人
権
・
登

記
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
相
談
時
間
は
１
人
20

分
程
度
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

【
無
料
法
律
相
談
所
】

　

三
重
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
が
、
土
地
・
建
物
・
金
銭
貸

借
・
交
通
事
故
・
相
続
・
離
婚
・

家
庭
内
の
も
め
ご
と
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

【
無
料
人
権
・
登
記
相
談
所
】

　

津
地
方
法
務
局
職
員
が
、
暮

ら
し
の
中
の
困
り
事
や
土
地
・

建
物
に
関
す
る
登
記
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。

津
家
庭
裁
判
所
総
務
課

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
４
１
７
１
）

無
料
相
談
所
を
開
設

５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

と　き ところ 定員
(先着順) 問い合わせ先

無料法律
相談所

津会場
５月10日㈫、10：30～15：30
（受け付けは10：30～15：00）

三重弁護士会館
（津市中央3-23）

36人
津家庭裁判所総務課
（☎津059-226-4171）

四日市
会場

５月10日㈫、10：30～15：30
（受け付けは10：00～）

四日市市総合会館
（四日市市諏訪町2-2）

36人
津地方裁判所四日市支部
（☎四日市059-352-7151）

無料人権・登記
相談所

５月10日㈫、10：30～15：30
（受け付けは10：30～15：00）

三重県社会福祉会館
（津市桜橋２丁目131）

24人
津地方法務局総務課
（☎津059-228-4191）

無料法律相談所、無料人権・登記相談所

時４月～９月の第２・４月曜日、
19：00～20：30　所朝熊ふれ
あい会館　内中国語をちょっと
話してみたい方、一緒に勉強し

ませんか。初級の講座です。講

師は李燕さん（皇學館大学留学

生）です。　定15人（先着順）　
料1,000円（月額）　申事前申し
込みが必要

初めての中国語・講座
伊勢嵩

すう

山
ざん

友好会（☎25-3922）

対管理栄養士・栄養士の資格所
持者　内私達は、地域のあらゆ
る年齢層の人達の健康づくりに

寄与することを目的に、栄養士

の活動をしています。一緒に勉

強いたしましょう　料年会費
3,000円

地域活動栄養士会会員募集

三重県地域活動栄養士協議会・北村さん
（☎37-0089）

時４月23日㈯、13：30～14：40
所内宮参集殿・能舞台　内清元「四
季三葉草」、長唄「伊勢参宮」、長

唄「長生の舞」、長唄「潮来あやめ」、

長唄「伊勢音頭」

第20回 勝美流日本舞踊奉納
日本舞踊勝美流（☎28-4297）

時４月17日㈰、13：30～　所伊勢
パールピアホテル（宮後２丁目26-
22）　内伊勢で活動しているフラ教
室の発表会です。美しいハワイアン

メロディーと踊りでお楽しみ下さ

い。　定150人（先着順）　料1,000円
（フリードリンク込、小学生以下無

料）　申事前申し込みが必要（チケッ
ト予約は前日まで、当日チケット有

り）

フラダンス発表会

Ｈ
フ ラ

ｕｌａ　ｓ
ス タ ジ オ

ｔｕｄｉｏ　ｋ
カ イ

ａｉ　ｌ
ラ ニ

ａｎｉ
（☎090-2133-7166）

時４月23日㈯、13：00～　所生涯
学習センターいせトピア・多目的ホ

ール　内民謡の三味線、唄、太鼓の
演奏を行います。当日は踊りも添え

ていただきます。

ふじその会・おさらい会

藤本流ふじその会・小森さん
（☎090-8955-1804）

　このコーナーは、市民団体の皆さ

んが、イベント案内や会員募集など

に利用できるコーナーです。掲載を

希望する場合は、広報広聴課（☎21

5515）へ申し込んでください。掲載
基準や申し込み方法は、市のホーム

ページに掲載しています。

時日時　所場所　対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み　　

６月15日号＝４月28日㈭
７月１日号＝５月13日㈮

申し込み
締め切り

MINNA no HIROBA



〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
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携帯　http://www.city.ise.mie.jp/m/
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広報いせ 第67号
伊勢市
携帯サイト

「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

※募集要項・申請書は同課にあります。また、同病院のホームページ（ http://hospital.ise.mie.jp）

からダウンロードできます。

※院内保育所など、子育てを支援する制度があります。

　伊勢総合病院では、医師と看護師を随時

募集しています。

募集科　内科（一般、循
環器、消化器）、産婦人科、

透析、療養病棟

採用予定人数　若干名

受験資格　次の全ての要件を満たす人
・昭和36年４月２日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人

・同病院に通勤可能で、夜間勤務ができる人

・地方公務員法第16条（欠格条項）に該当しない人

※日本国籍を有しない人は、永住者または特別永住者の在留資格を

有すること。

採用予定人数　15人程度

市では、三重県種苗園芸協会との共催で、美し国三重「寄せ植え」コンテストを開催します。

このコンテストの開催に当たり、次のとおり出展作品を募集します。

伊勢総合病院総務課（☎235111）

看護師医 師
伊勢総合病院

医師・看護師を募集
伊勢総合病院

美
うま

し国三重　　　　　　　　コンテストえ寄 せ 植

・コンテナガーデン

・ハンギングバスケット

・フレーム ※募集要項・申し込み用紙は観光事業

課にあります。

１作品 1,000円

観光事業課（☎215566）

募集作品 出展料

申し込み期限 ５月14日㈯

と　き　５月27日㈮～29日㈰
ところ　外宮前広場

コンテスト
出展作品の展示

　コンテスト会場内で、春の花・

植物・資材などを販売します。

花と緑の大即売会

昨年の市長賞作品


